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（１）アンケートの目的・方法・項目 

 

■アンケートの目的 

① 市民の交通手段の利用状況および交通意識の把握 
② 施策実施に伴う、車から自転車･公共交通への転換量の予測 

 

■アンケートの方法 

項 目 内 容 

①調査対象者 18 歳以上の高松市内居住者（H20.10.1 現在 352,972 人） 

②調査対象者の抽出方法 
住民基本台帳による系統抽出 

（居住地域の人口に比例するようにランダムに抽出） 

③配布回収方法 郵送配布・郵送回収 

④配布数 10,000 票 

⑤サンプル数 3,482 票（回収率 34.8%） 目標サンプル数 2,500 票（目標回収率 25.0％） 

⑥調査実施時期 
平成 20 年 10 月 10 日発送 

※）本資料は、12 月 26 日までの回収票に基づいて整理 

 

■アンケートの項目 

調査項目 各項目の目的 設問の例 

個人属性 ・対象者の属性の把握 
・年齢、性別、自動車保有状況 

最寄りの鉄道駅・バス停までの距離・時間 

交通実態 ・対象者の交通現状の把握 
・移動の目的、出発地・目的地、利用する交通手段、

所要時間、交通手段を利用する理由 など 

転換条件 

・公共交通・自転車への転換

に関する意向の把握 

・代替交通手段に対する認識

と現状のギャップの把握 

・自転車への転換の可能性の有無 

・自転車への転換のための条件 

・鉄道・バスへの転換の可能性の有無 

・回答者が思う鉄道・バスの所要時間・料金 

・鉄道・バスへの転換のための条件 など 

その他の意見 
・市民の交通等に関する意見

の把握 

・公共交通に関する自由意見 

・モビリティマネジメントへの参加意志 など 

アンケートの概要について １ 
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（２）アンケート回収状況 
 
・ アンケート票の回収率は 34.8％であり、サンプル数は 3,482 票となった。 
・ 回収率、サンプル数は目標（回収率 25.0％、サンプル数 2,500 票）を上回った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ アンケート票回収率 

③回収率

（②／①）

(1)番町等 220 90 40.9%

(2)瓦町等 300 114 38.0%
(3)朝日町等 15 3 20.0%
(4)松島町等 306 98 32.0%
(5)田村町等 261 78 29.9%
(6)伏石町等 809 278 34.4%
(7)西宝町等 416 146 35.1%
(8)木太町等 761 276 36.3%
(9)林町等 447 153 34.2%
(10)高松町等 467 179 38.3%
(11)屋島西町等 508 184 36.2%
(12)川島本町等 640 186 29.1%
(13)仏生山町等 460 170 37.0%
(14)太田上町等 734 260 35.4%
(15)円座町等 622 228 36.7%
(16)鬼無町等 323 120 37.2%
(17)香西本町等 485 162 33.4%
(18)城東町等 38 17 44.7%
(19)栗林町等 30 16 53.3%
(20)玉藻町等 1 0 0.0%
(21)浜ノ町等 121 43 35.5%
(22)瀬戸内町等 34 8 23.5%
(23)女木町等 8 2 25.0%
（24）牟礼町 452 159 35.2%
（25）庵治町 132 51 38.6%
（26）塩江町 83 23 27.7%
（27）香川町 605 195 32.2%
（28）香南町北部 104 33 31.7%
（29）香南町南部 69 28 40.6%

（30）国分寺町 549 182 33.2%

高松市計 10,000 3,482 34.8%

①配布数 ②回収数
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（１）調査対象者の属性 ： 性・年代 
 
・ 男性よりも女性の方が若干多いが、性別や年代に大きな偏りはみられない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   図２ 性別構成比（Ｎ＝3423）          図３ 年代別構成比（Ｎ＝3451） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 性別 年代別 構成比 

調査対象者の属性について ２ 
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（２）調査対象者の属性 ： 自動車保有状況 
 
・ 半数以上（54％）の回答者が自分専用の自動車を持っている。 

・ 性別にみると、男性は 2／3が自分専用の自動車を持っている。 
・ 年代別にみると、「30 歳代」が自分専用の自動車を持っている割合が最も高く、逆に「10 歳代」

や「70 歳代」「80 歳以上」では自動車を持っていない割合が高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 自動車保有状況（Ｎ＝3411） 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 性別 自動車保有状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７ 年代別 自動車保有状況 
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（１）移動の目的 
 
・ 「通勤」目的での移動が最も多く、半数を占めている。 
・ 次いで「家事・買い物」目的での移動が多く、約 1／3を占めている。 
・ 年代別にみると、「10 歳代」では「通学」が最も多く、「20 歳代～50 歳代」では「通勤」が、「60

歳代」以上では「家事・買い物」が最も多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８ 目的構成比（Ｎ＝3458） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９ 年代別 目的構成比 

市民の交通現況について ３ 
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（２）外出の日数 
 
・ 「5 日間（平日は毎日）」が最も多く、約 2／3 を占めている。 
・ 次いで「4 日間」「3 日間」が多く、それぞれ約 1 割を占めている。 
・ 目的別にみると、「通勤」では「5 日間（平日は毎日）」が約 9 割を占めており、「家事・買い物」

では「5 日間（平日は毎日）」が約 4 割、「4 日間」「3 日間」がそれぞれ約 2 割を占めている。 
・ 「通院」では「1 日間」が最も多く、約 3 割を占めている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１０ 外出日数構成比（Ｎ＝3253） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１１ 目的別 外出日数構成比 
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（３）出発地と目的地の状況 
 
・ 高松市の中心市街地である番町、瓦町等については、目的地とする回答者が出発地とする回答者

の 3 倍を超えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※）地域区分は、高松市都市計画マスタープランの区分を参考に設定した。 
 

図１２ 出発地と目的地の回答数（Ｎ＝3372） 
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※）地域区分は、高松市都市計画マスタープランの区分を参考に設定した。 
 

図１３ 地域区分図 
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（４）代表交通手段※ 
※）代表交通手段：移動中に利用した最も主要な交通手段。       

鉄道→バス→自動車→二輪車･原付→自転車→徒歩 の順に優先する。 
・ 「自動車」が最も多く、半数以上（53％）を占めている。 
・ 次いで「自転車」が多く、約 2割を占めている。 
・ 目的別にみると、「通勤」目的では「自動車」が多く、6割近くを占めている。 
・ H11 新都市 OD 調査と比較すると、「通勤」では自動車の利用が増加している。 
・ 「家事・買い物」目的では、「自動車」が少なく、「自転車」「徒歩」が多くなっている。 
・ 目的地別にみると、「都心地域」以外では「電車」「バス」の利用が非常に少ない。 
・ 「都心地域」であっても他地域からの移動では半数以上（51％）が「自動車」を利用している。

・ 「自動車」から「鉄道」「バス」への乗り継ぎは非常に少ない。 
 
                         ＜通勤目的＞      ＜私用目的＞ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
図１４ 代表交通手段構成比（Ｎ＝3270）   図１５ H11 新都市ＯＤ調査の代表交通手段構成比 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１６ 目的別 代表交通手段構成比 



３．市民の交通現況について 

 10

7.2

11.5

8.1

11.5

7.2

5.4

13.7

8.4

9.5

3.4

5.3

2.7

5.2

6.5

1.2

9.2

9.5

59.4

55.3

62.1

61.7

69.6

68.1

71.4

4.1

5.2

3.4

5.2

2.8

8.4

2.4

3.8

38.3

16.1

13.0

9.5

7.6

4.8

11.5

4.4

4.4

5.2

5.2

4.2

2.4

2.9

0.6

0.2

0.6

0.7

1.0

0.8

1.2

3.2

64.8

34.9

16.5

19.4

13.4

4.8

0 20 40 60 80 100

[1]都心地域  N=1030

[2]東部北地域 N=540

[3]東部南地域 N=321

[4]中部東地域 N=407

[5]中部西地域 N=290

[6]西部北地域 N=261

[7]西部南地域 N=168

[8]南部地域   N=238

[9]塩江町      N=21

構成比（％）

鉄道 バス 自動車 二輪車・原付 自転車 徒歩 その他

14.7

3.4

2.3

4.2

2.6

2.3

4.1

0.6

8.8

5.9

3.4

4.2

27.3

2.6

60.4

55.6

62.3

68.8

71.4

76.0

63.6

69.5

5.5

4.1

2.3

4.2

2.1

5.6

3.1

3.4

3.6

28.6

20.8

22.0

13.5

13.3

11.4

9.1

8.1

7.5

5.2

9.3

7.3

5.1

4.1

3.4

2.8

0.6

1.2

0.5

0.5

0.6

0.2

4.6

1.0

2.6

1.4

1.7 65.9

36.6

12.5

24.8

21.4

3.0

1.1

0.4

0 20 40 60 80 100

[1]都心地域  N=1408

[2]東部北地域 N=293

[3]東部南地域 N=173

[4]中部東地域 N=214

[5]中部西地域 N=191

[6]西部北地域 N=215

[7]西部南地域  N=98

[8]南部地域   N=175

[9]塩江町      N=11

[10]高松市以外 N=498

構成比（％）

鉄道 バス 自動車 二輪車・原付 自転車 徒歩 その他

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※）地域区分は、高松市都市計画マスタープランの区分を参考に設定した。 
 

図１７ 出発地別 代表交通手段構成比 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※）地域区分は、高松市都市計画マスタープランの区分を参考に設定した。 
 

図１８ 目的地別 代表交通手段構成比 



３．市民の交通現況について 

11 

22.0

5.8

4.1

4.3

2.0

3.2

3.2

1.5

8.8

8.1

5.3

33.3

2.6

76.8

74.2

76.5

79.8

80.7

83.6

66.7

69.5

6.4

2.9

2.7

4.3

2.0

2.1

3.2

1.5

3.6

11.1

11.6

17.3

8.5

6.5

7.4

12.5

0.9

3.2

1.0

1.1

3.2

2.8

3.2

1.54.5

1.1

1.4

78.4

51.1

12.9

12.2

1.2

2.6

1.5

0.2

0.4

0 20 40 60 80 100

[1]都心地域   N=683

[2]東部北地域  N=69

[3]東部南地域  N=74

[4]中部東地域  N=93

[5]中部西地域  N=98

[6]西部北地域  N=94

[7]西部南地域  N=31

[8]南部地域    N=67

[9]塩江町       N=6

[10]高松市以外 N=498
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鉄道 バス 自動車 二輪車・原付 自転車 徒歩 その他

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※）地域区分は、高松市都市計画マスタープランの区分を参考に設定した。 
 

図１９ 目的地別 代表交通手段構成比（同一地域内の移動を除く） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２０ 代表交通手段別 アクセス（代表交通手段への乗車前）の交通手段 
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通
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バス 自動車 二輪車・原付 自転車 徒歩 なし
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1.1

1.0

3.2
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37.4
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0.1

1.7

0.8

0.3

0.3

0.3

0.1

0.1

0 20 40 60 80 100

全手段  N=3190

その他 N=16

徒歩 N=207

自転車 N=705

二輪車・原付 N=139

自動車 N=1666

バス N=124

鉄道 N=285

構成比（％）

0～5分 6～10分 11～15分 16～30分

31～60分 61～90分 91～120分 121分～

 

（５）所要時間 
 
・ 15 分以下で半数以上（53％）を占めており、30 分以下では 9割近くを占めている。 
・ 目的別にみると、「家事・買い物」では所要時間が短い傾向があり、15 分以下で約 7 割を占めて

いる。 
・ 代表交通手段別にみると、「鉄道」「バス」は所要時間が長いが、「自動車」では 15 分以下で半数

以上、30 分以下では 9割近くを占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２１ 所要時間構成比（Ｎ＝3190） 
 
 
 
 
 
 
 

図２２ 目的別 所要時間構成比 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２３ 代表交通手段別 所要時間構成比 

0～5分
14.0%

121分～
0.1%

91～120分
0.3%

61～90分
1.1%

31～60分
12.1%

16～30分
33.2%

11～15分
16.7%

6～10分
22.5%

15 分以下 

30 分以下 

15 分以下 30 分以下
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（６）交通手段の利用理由 
 
・ 「早く移動できるから」との回答が最も多く、約 1／3 を占めている。 
・ 次いで「楽に移動できるから」との回答が多く、約 3 割を占めている。 
・ 目的別にみると、「家事・買い物」では「楽に移動できるから」との回答が多い。 
・ 代表交通手段別にみると、「鉄道」では「時間どおりに移動できるから」、「バス」では「他に利用

できる移動手段がないから」、「自動車」では「早く移動できるから」、「自転車」では「移動距離

が短いから」との回答が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２４ 交通手段利用理由構成比 
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※）回答は複数回答
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図２５ 目的別 交通手段利用理由構成比：通勤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２６ 目的別 交通手段利用理由構成比：家事・買い物 
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図２７ 代表交通手段別 交通手段利用理由構成比：鉄道 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２８ 代表交通手段別 交通手段利用理由構成比：バス 
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図２９ 代表交通手段別 交通手段利用理由構成比：自動車 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３０ 代表交通手段別 交通手段利用理由構成比：自転車 
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時間貸・月極駐車場
8.3%

自動車を利用するが駐車はしない（家
族による送迎などの場合）

3.8%

道路上（パーキングメーター）
0.6%

その他
3.6%

目的地の敷地内にある駐車場
83.7%

1～100円
3.6%

101～200円
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201～300円
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301～400円
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401～500円
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501～1000円
4.0%

1001～1500円
1.5%

0円
81.4%

2001円～
0.5%

1501～2000円
1.0%

 

（７）駐車場種類・駐車料金 
 
・ 利用している駐車場は、「目的地の敷地内にある駐車場」が 8割以上を占めている。 
・ 駐車料金は、「0円」が日額で 8割以上、月額でも 6割以上を占めている。 
・ 目的地別に駐車場種類をみると、「都心地域」においても「目的地の敷地内にある駐車場」が約 7

割を占めており、市中心部の「番町等」「瓦町等」であっても半数近くを占めている。 
・ 目的地別に駐車料金をみると、「都心地域」においても「0 円」が日額で約 7 割、月額でも約 4 割

を占めており、市中心部の「番町等」「瓦町等」であっても月額で 2割以上を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３１ 駐車場種類構成比（Ｎ＝1919） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   図３２ 駐車料金構成比：日額（Ｎ＝199）   図３３ 駐車料金構成比：月額（Ｎ＝466） 
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目的地と駐車場種類構成比
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[7]西部南地域   N=77

[8]南部地域    N=131

[9]塩江町        N=7
[10]高松市以外  N=210

[11]県外          N=9

[12]不明        N=157

全   域       N=1919

回答数（人）

目的地の敷地内にある駐車場

時間貸・月極駐車場

自動車を利用するが駐車はしない（家族による送迎などの場合）

道路上（パーキングメーター）

その他
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47.1

74.6
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 (3)高松市 朝日町   等  N=41

 (4)高松市 松島町   等  N=63
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図３４ 目的地別 駐車場種類構成比 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３５ 目的地別 駐車場種類構成比（都心地域詳細） 
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図３６ 目的地別 駐車料金構成比：日額 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３７ 目的地別 駐車料金構成比（都心地域詳細）：日額 

※）地域区分は、高松市

都市計画マスタープ

ランの区分を参考に

設定した。 
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図３８ 目的地別 駐車料金構成比：月額 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３９ 目的地別 駐車料金構成比（都心地域詳細）：月額 

※）地域区分は、高松市

都市計画マスタープ

ランの区分を参考に

設定した。 
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（８）琴電瓦町駅・ＪＲ高松駅利用者の特性 
 
・ 琴電瓦町駅・JR 高松駅利用者の降車後の交通手段は「徒歩」が多い。 
・ JR 高松駅では「バス」「自転車」の利用がやや多い。 
・ 琴電瓦町駅・JR 高松駅利用者の目的地は「都心地域」の「番町・瓦町等」が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図４０ 琴電瓦町駅・ＪＲ高松駅降車後の交通手段 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４１ 琴電瓦町駅降車後の目的地       図４２ ＪＲ高松駅降車後の目的地 

＜地域別 Ｎ＝79＞ 

＜都心地域内訳 Ｎ＝64＞ 

＜地域別 Ｎ＝30＞ 

＜都心地域内訳 Ｎ＝26＞ 
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※）都市地域内のみを移動している内々交通を対象としている。  

（１）都心地域内の移動の目的 
 
・ 「通勤」目的での移動が最も多く、半数を占めている。 
・ 次いで「家事・買い物」目的での移動が多く、約 1／3を占めている。 
・ 目的構成比は、高松市全体とほぼ同じである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図４３ 都心地域内の目的構成比（Ｎ＝732）   図４４ 高松市全体の目的構成比（Ｎ＝3458） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※）地域区分は、高松市都市計画マスタープランの区分を参考に設定した。  
図４５ 都心地域位置図 

都心地域内の市民の交通現況について ４ 
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（２）都心地域内の出発地と目的地の状況 
 
・ 出発地としては「伏石町、木太町 等」が多い。 
・ 目的地としては「番町、瓦町 等」が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４６ 都心地域内の出発地と目的地 
 

（３）都心地域内の代表交通手段※ 
※）代表交通手段：移動中に利用した最も主要な交通手段。       

鉄道→バス→自動車→二輪車･原付→自転車→徒歩 の順に優先する。 
・ 「自転車」が最も多く、半数近く（44％）を占めている。 
・ 次いで「自動車」が多く、約 2割を占めている。 
・ 高松市全体と比べると、自動車と自転車の分担率が逆転している。 
・ 出発地域別に見ると、中心部では「徒歩」が多く、「自動車」が少ない。また、東部では「鉄道」

が多い。 
・ 目的地域別に見ると、東部および西部では「自動車」が多く、「自転車」が少ない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４７都心地域内の代表交通手段構成比（Ｎ＝724） 図４８高松市全体の代表交通手段構成比（Ｎ＝3276） 
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図４９ 都心地域エリア分割図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５０ 出発地別 代表交通手段構成比 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５１ 目的地別 代表交通手段構成比 
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（４）都心地域内の所要時間 
 
・ 10 分以下で半数以上を占めており、15 分以下では 3／4近くを占めている。 
・ 代表交通手段別にみると、「鉄道」「バス」は所要時間が長いが、「自動車」「二輪車・原付」「自転

車」「徒歩」の構成比はほぼ同様となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５２ 所要時間構成比（Ｎ＝717） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５３ 代表交通手段別 所要時間構成比 

10 分以下 

15 分以下 
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（５）都心地域内の交通手段の利用理由 
 
・ 「早く移動できるから」との回答が最も多く、約 1／3 を占めている。 
・ 次いで「楽に移動できるから」との回答が多く、約 3 割を占めている。 
・ 代表交通手段別に見ると、「鉄道」では「時間通りに移動できるから」、［バス］では「早く移動で

きるから」、「交通費が安いから」が多い傾向がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５４ 交通手段利用理由構成比 

※）回答は複数回答
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図５５ 代表交通手段別 交通手段利用理由構成比：鉄道 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５６ 代表交通手段別 交通手段利用理由構成比：バス 

※）回答は複数回答

※）回答は複数回答
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図５７ 代表交通手段別 交通手段利用理由構成比：自動車 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５８ 代表交通手段別 交通手段利用理由構成比：自転車 

※）回答は複数回答

※）回答は複数回答
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（６）都心地域内の駐車場種類・駐車料金 
 
・ 利用している駐車場は、「目的地の敷地内にある駐車場」が 75％を占めている。 
・ 駐車料金は、「0円」が日額で 8割以上、月額でも 5割以上を占めている。 
・ 目的地別に駐車場種類を見ると、「中心部」においても「目的地の敷地内にある駐車場」が約 6割

を占めている。 
・ 目的地別に駐車場料金を見ると、「中心部」においても「0 円」が日額で 7 割近く、月額でも約 4

割を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   図５９ 都心地域内の駐車場種類構成比     図６０ 高松市全体の駐車場種類構成比 
                （Ｎ＝200）                 （Ｎ＝1919） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   図６１ 駐車料金構成比：日額（Ｎ＝21）   図６２ 駐車料金構成比：月額（Ｎ＝47） 
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図６３ 目的地別 駐車場種類構成比 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６４ 目的地別 駐車場料金構成比：日額 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６５ 目的地別 駐車場料金構成比：月額 
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変更できる
18.2%

変更できない
71.2%

今よりも便利にな
れば変更できる
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8.1

23.8

16.5
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12.1

11.0

71.2

89.2
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72.5
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家事･買い物  N=479

通勤  N=971

構成比（％）

変更できる 今よりも便利になれば変更できる 変更できない

 

（１）自転車への転換の可能性 
 
・ 自動車利用者の約 3割が、自転車への転換の可能性がある。 
・ 目的別にみると、「家事・買い物」で転換の可能性が高い。 
・ 出発地別にみると、「都心地域」「中部東地域」「東部北地域」で転換の可能性が高い。 
・ 目的地別にみると、「東部北地域」「中部東地域」「中部西地域」で転換の可能性が高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６６ 転換可能性構成比（Ｎ＝1684） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６７ 目的別 転換可能性構成比 

自動車から自転車への転換について ５ 

自転車への転換 

の可能性あり 
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図６８ 出発地別 転換可能性構成比 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６９ 目的地別 転換可能性構成比 

※）地域区分は、高松市

都市計画マスタープ

ランの区分を参考に

設定した。 
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目的別　自転車変更条件

63.1

24.7

14.0 13.4

6.2

0

20

40

60

80

100

自
転
車
の
走
行
空
間
整
備

最
寄
り
の
駅
・
バ
ス
停
の
駐
輪

場
の
充
実

電
車
・
バ
ス
と
自
転
車
の
連
携

自
転
車
手
当
の
支
援

そ
の
他

構
成

比
（
％

）

全目的  N=485

 

（２）自転車への転換の条件 
 
・ 自転車への転換の条件としては「自転車の走行空間整備」が最も多く、約 6割が選択している。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７０ 転換条件（Ｎ＝485） 

※）回答は複数回答
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その他
7.5%

最寄の駅・バ
ス停の駐輪場

の整備
56.7%

降車駅・バス
停または目的
地の駐輪場の

整備
35.8%

車道における
自転車走行帯

の確保
41.2%

路面の段差の
解消
31.4%

歩道内での歩
行者と自転車
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路面表示で分

離）
22.9%

その他
4.5%

 

（３）自転車への転換条件の内訳 
 
・ 「自転車の走行空間整備」では、「車道における自転車走行帯の確保」が最も多い。 
・ 「最寄りの駅・バス停の駐輪場の充実」では、「最寄りの駅・バス停の駐輪場の整備」が最も多い。

・ 「電車・バスと自転車の連携」では、「サイクルトレイン」が最も多い。 
・ 「自転車手当の支援」では、「4,001～5,000 円」が最も多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７１ 「自転車の走行空間整備」の内訳（Ｎ＝306） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７２ 「最寄りの駅・バス停の駐輪場の充実」の内訳（Ｎ＝120） 
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図７３ 「電車・バスと自転車の連携」の内訳（Ｎ＝68） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７４ 「自転車手当の支援」の内訳（Ｎ＝65） 
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（１）鉄道・バスへの転換の可能性 
 
・ 自動車利用者の約 1／4が、鉄道・バスへの転換の可能性がある。 
・ 目的別にみると、「家事・買い物」で転換の可能性が高い。 
・ 出発地別にみると、「塩江町」で転換の可能性が高い。 
・ 目的地別にみると、「都心地域」で転換の可能性が高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７５ 転換可能性構成比（Ｎ＝1628） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７６ 目的別 転換可能性構成比 

自動車から鉄道・バスへの転換について ６ 

鉄道・バスへの 

転換の可能性あり 
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図７７ 出発地別 転換可能性構成比 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７８ 目的地別 転換可能性構成比 

※）地域区分は、高松市

都市計画マスタープ

ランの区分を参考に

設定した。 
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（２）転換時の利用交通機関 
 
・ 「琴電」および「バス」が、それぞれ約 4 割を占めている。 
・ 最寄り交通機関と比較すると、「ＪＲ」への転換が少ない傾向がみられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７９ 転換時利用交通機関構成比（Ｎ＝270） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８０ 最寄り交通機関と転換時利用交通機関の比較 
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（３）転換時の所要時間・料金 
 
・ 所要時間については、鉄道・バスを利用すると 30 分を超えると思っている自動車利用者が半数以

上を占めている。 
・ 料金については、鉄道・バスを利用すると 500 円を超えると思っている自動車利用者が約 3 割を

占めている。 
・ 現況の自動車での所要時間と比較すると、自動車利用者は、鉄道・バスでは所要時間が大きく増

加すると認識していると考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図８１ 転換時所要時間構成比（Ｎ＝346）     図８２ 転換時料金構成比（Ｎ＝318） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８３ 所要時間増減の構成比（Ｎ＝341） 

500 円超 

30 分超 
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（４）鉄道・バスへの転換の条件 
 
・ 鉄道・バスへの転換の条件としては、「運行頻度の増加」が最も多く、次いで「鉄道やバスの乗り

継ぎ環境改善」「駅・バス停の駐車場・駐輪場整備」「利用料金減少」が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８４ 転換条件（Ｎ＝411） 
 

※）回答は複数回答
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60分に１本
2.4%

30分に１本
22.3%

15分に１本
49.7%

10分に１本
18.5%

５分に１本
7.1%

 

（５）鉄道・バスへの転換条件の内訳 
 
・ 「運行頻度の増加」では、「15 分に 1 本」が最も多い。 
・ 「鉄道やバスの乗り継ぎ環境改善」では、「乗り継ぎの待ち時間の短縮」が最も多い。 
・ 「駅・バス停の駐車場・駐輪場整備」では、「駐輪場の整備・規模拡大・料金低下」と「駐車場の

整備・規模拡大・料金低下」がほぼ同数となっている。 
・ 「利用料金減少」では、「100 円」および「200 円」が多い。 
・ 「所要時間短縮」では、「16～30 分」が最も多い。 
・ 「自宅～駅・バス停間の所要時間短縮」では、「5 分以内」が最も多い。 
・ 「終電・終バスの時間延長」では、「24 時頃まで」が最も多い。 
・ 「到着時刻の遅れの改善」では、「5 分」が最も多い。 
・ 「情報提供の場所・手段」では、「携帯電話」が最も多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８５ 「運行頻度の増加」の内訳（Ｎ＝211） 
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43.9%

その他
2.2%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８６ 「鉄道やバスの乗り継ぎ環境改善」の内訳（Ｎ＝148） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８７ 「駅・バス停の駐車場・駐輪場整備」の内訳（Ｎ＝139） 

※）回答は複数回答
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図８８ 「利用料金減少」の内訳（Ｎ＝131） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８９ 「所要時間短縮」の内訳（Ｎ＝116） 
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6～10分
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11～15分
3.0%

31分～
1.5%

16～30分
4.6%

0～5分
73.1%

6～10分
17.3%

11～15分
3.9%

31分～
1.9%

16～30分
3.8%

＜徒歩（Ｎ＝66）＞                ＜自転車（Ｎ＝52）＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９０ 「自宅～駅・バス停間の所要時間短縮」の内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９１ 「終電・終バスの時間延長」の内訳（Ｎ＝55） 
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遅れなし
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５分
42.9%

10分
11.4%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９２ 「到着時刻の遅れの改善」の内訳（Ｎ＝35） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９３ 「情報提供の場所・手段」の内訳（Ｎ＝7） 
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鉄道
39.9%

未記入
33.5%

バス
26.6%

今よりも便利になれ
ば変更できる

18.9%

変更できない
74.8%

変更できる
6.3%

 

（１）鉄道・バスへの転換の可能性 
 
・ 自動車利用者の約 1／4が、鉄道・バスへの転換の可能性がある。 
・ 転換時に利用する交通手段は、バスよりも鉄道が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９４ 転換可能性構成比と転換時の利用交通手段（Ｎ＝1628） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自動車から鉄道・バスへの転換について（鉄道・バス別） ７ 
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（２）鉄道・バス別の転換時の所要時間・料金 
 
・ 所要時間については、鉄道・バスを利用すると 30 分を超えると思っている自動車利用者が半数以

上を占めている。 
・ 自動車から鉄道・バスへの転換により、現在の所要時間から 10 分以上遅くなると思っている自動

車利用者が約 6割を占めている。 
・ 料金については、鉄道・バスを利用すると 500 円を超えると思っている自動車利用者が約 3 割を

占めている。 
 
●所要時間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図９５ 鉄道転換時所要時間構成比（Ｎ＝142）  図９６ バス転換時所要時間構成比（Ｎ＝96） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図９７ 鉄道所要時間増減構成比（Ｎ＝138）  図９８ バス所要時間増減構成比（Ｎ＝96） 
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  図９９ 鉄道転換時料金構成比（Ｎ＝129）   図１００ バス転換時料金構成比（Ｎ＝90） 
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（３）鉄道・バス別の転換の条件 
 
・ 「鉄道」では「運行頻度の増加」、「乗り継ぎ環境改善」が多い傾向がある。 
・ 「バス」では「運行頻度の増加」が多い傾向がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１０１ 鉄道の転換条件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１０２ バスの転換条件 

※）回答は複数回答

※）回答は複数回答
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60分に１本
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（４）鉄道・バス別の転換条件の内訳 
 
・ 「運行頻度の増加」については、［鉄道］では「10～15 分に１本」が多く、「バス」では「15～30

分に１本」が多い。 
・ 「駅・バス停の駐車場・駐輪場整備」については、［鉄道］では「駐車場の整備・規模拡大・料金

低下」が多く、「バス」では「駐輪場の整備・規模拡大・料金低下」が多い。 
・ 「利用料金減少」については「鉄道」では「100～200 円」が多く、「バス」では「100～300 円」

が多い。 
・ 「終電・終バスの時間延長」については「鉄道」では「23～25 時頃」が多く、「バス」では「22

～23 時頃」が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ＜鉄道（Ｎ＝76）＞                 ＜バス（Ｎ＝71）＞ 

 
図１０３ 「運行頻度の増加」の内訳 
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図１０４ 鉄道の「乗り継ぎ環境改善」の内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１０５ バスの「乗り継ぎ環境改善」の内訳 

※）回答は複数回答

※）回答は複数回答
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       ＜鉄道（Ｎ＝58）＞                 ＜バス（Ｎ＝31）＞ 

図１０６ 「駅・バス停の駐車場・駐輪場整備」の内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ＜鉄道（Ｎ＝53）＞                 ＜バス（Ｎ＝36）＞ 

図１０７ 「支払い可能な利用料金（片道）」の内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ＜鉄道（Ｎ＝52）＞                 ＜バス（Ｎ＝34）＞ 

図１０８ 「短縮時の所要時間」の内訳
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        ＜徒歩（Ｎ＝27）＞                ＜自転車（Ｎ＝23）＞ 

図１０９ 「短縮時の自宅～駅間の所要時間」の内訳（鉄道） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ＜徒歩（Ｎ＝20）＞                 ＜自転車（Ｎ＝14）＞ 

図１１０ 「短縮時の自宅～バス停間の所要時間」の内訳（バス） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ＜鉄道（Ｎ＝20）＞                 ＜バス（Ｎ＝21）＞ 

図１１１ 「終電・終バスの時間延長」の内訳（Ｎ＝55） 
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       ＜鉄道（Ｎ＝9）＞                 ＜バス（Ｎ＝13）＞ 

図１１２ 「到着時刻の遅れの改善」の内訳（Ｎ＝35） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１１３ 「情報提供の場所・手段」の内訳（Ｎ＝7） 
 

※）回答は複数回答
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乗入禁止時の意向構成比 N=1120
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（１）中心市街地への乗り入れが禁止された場合の意向 
 
・ 「自動車から公共交通への転換」が最も多く、約 4 割を占めている。 
・ 次いで「自動車から自転車への転換」が多く、約 2 割を占めている。 
・ 目的別にみると、「家事・買い物」では「自動車から自転車への転換」がやや多い。 
・ 代表交通手段別にみると、「自動車」では「自動車から公共交通への乗り継ぎ」が多い傾向がある。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１１４ 乗り入れ禁止時の意向構成比（Ｎ＝1120） 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１１５ 目的別 乗り入れ禁止時の意向構成比 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１１６ 代表交通手段別 乗り入れ禁止時の意向構成比 

その他の施策について ８ 
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導入を期待

42.9%

その他

31.5%

導入に慎重

25.6%

 

（１）記入状況 
 
・ 回収数 3,482 票のうち、回答の記入があったのは 1,393 票（40.0％）であった。 
・ 記入された回答のうち 43％が「導入を期待」しており、26％が「導入に慎重」であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１１７ 新交通システムの導入に対する意見（Ｎ＝1393） 
 
 

（２）主な意見 
 
＜導入を期待＞ 

・ 環境面や高齢化への配慮、中心市街地の活性化などの観点から新交通システムの導入に期待する

意見が多くみられる。また、現状の公共交通に対する不満もみられる。 
・ 導入の条件として、「ルート」や「停車場の位置」などのハードの問題、「事業費」や「需要、採

算性」などのソフトの問題を挙げる意見が多い。 
・ 他都市の事例と比較して導入を希望する意見もみられる。 
＜導入に慎重＞ 

・ 「既存公共交通の活用や整備を優先すべき」とする意見、「需要、採算性」や「安全性」を懸念す

る意見が多くみられる。また、「中心部重視への反発」や「自動車利便の優位性」を挙げる意見も

多くみられる。 
・ 特に「市の財政面」や「市民の負担増」に対する懸念が多くみられる。 
＜その他の意見＞ 

・ 「郊外での路線整備」、「バス交通の利便性向上」、「計画中の県立中央病院へのアクセス確保」な

どの意見がみられる。 

 

新交通システムの導入について ９ 
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（３）個人属性による導入に対する意見 
 
・ 性別に見ると、女性の方が「導入を期待」する傾向がある。 
・ 年代別に見ると、１０歳代は「導入を期待」が多く、２０歳代以上は年代が上がるほど「導入に

慎重」が減少する。「導入を期待」については１０歳代以外は大きな違いは見られない。 
・ 自動車の保有状況別に見ると、「導入に慎重」は自分専用の車を持つ回答者が多く、車を持って

いない回答者で少ない。 

 
 
 
 
 
 
 

図１１８ 性別による導入に対する意見 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１１９ 年代別による導入に対する意見 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１２０ 自動車の保有状況別による導入に対する意見 
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（４）交通現況による導入に対する意見 
 
・ 目的別に見ると、家事・買い物が「導入を期待」する傾向があり、通学は「導入に慎重」とする

傾向がある。 
・ 出発地別に見ると、中部西と南部が「導入を期待」する傾向があり、西部南は「導入に慎重」と

する傾向がある。 
・ 目的地別に見ると、西部北が「導入を期待」する傾向があり、東部北が「導入に慎重」とする傾

向がある。 
・ 代表交通手段別に見ると、二輪車・原付が「導入に慎重」とする傾向がある。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２１ 目的による導入に対する意見 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１２２ 出発地地域別による導入に対する意見 
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図１２３ 目的地地域別による導入に対する意見 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１２４ 代表交通手段別による導入に対する意見 
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（１）記入状況 
 
・ 回収数 3,482 票のうち、回答の記入があったのは 1,355 票（38.9％）であった。 

 

（２）主な意見 
 
・ 公共交通機関については、「鉄道（23.2％）」よりも「バス（37.8％）」に対する意見の方が多くみ

られる。 
・ 公共交通以外の交通手段では、「自動車（16.6％）」「自転車（13.4％）」に対する意見が多く、「バ

イク（0.2％）」「徒歩（2.0％）」に対する意見は少なかった。 
＜バス＞ 

・ 「バス」に関する意見では、「運行本数の少なさ」「最終便の早さ」「割高な料金」を指摘する意見

が多くみられた。また、「バスの小型化（大型バスの運行は無駄）」や「バス停の利便性」に対す

る意見もみられる。 
・ 「バス」に対しては、高齢者の足として期待する意見が多くみられる。 
＜鉄道＞ 

・ 「鉄道」に関する意見では、「運行本数の少なさ」「最終便の早さ」「割高な料金」の他に「駅の遠

さ、少なさ」を指摘する意見が多くみられる。また、「JR と琴電の乗り継ぎ」「鉄道とバスの乗り

継ぎ」の改善や「駅への駐車場・駐輪場の整備」を希望する意見もみられる。 
＜自動車＞ 

・ 「自動車」に関する意見では、「駅・バス停周辺の駐車場整備」を希望する意見が多くみられる。

また、「中心部への自動車流入規制」や「福祉タクシー」に関する意見もみられる。 
＜自転車＞ 

・ 「自転車」に関する意見では、「自転車の走行環境の改善」を希望する意見が多くみられる。また、

「駅・バス停周辺への駐輪場の整備」や「サイクルトレイン」を希望する意見もみられる。 
＜公共交通全般＞ 

・ 高松の交通体系に対して「東西方向の移動の困難さ」を指摘する意見がみられる。 
・ また、公共交通のあり方として「都市計画と交通計画の一体的な検討」や「将来ビジョンをアピ

ールし意見を聞くこと」を重要と考えている意見がみられる。 

 
 
 

高松市の公共交通の在り方について １０ 
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（１）市民の交通現況について 
 
＜自動車＞ 

・ 半数以上が自分専用の自動車を持っており、特に男性は 2／3 が自分専用の自動車を持っている。

・ 移動時の交通手段は、自動車が半数以上を占めている。 
・ 通勤目的の移動では、自動車の利用が近年増加の傾向にあり、6 割近くを占めている。 
・ 15 分以下の移動が自動車での移動の半数を占めている。 
・ 利用される駐車場は、目的地の敷地内にある駐車場、駐車料金が無料の駐車場が非常に多く、都

心地域であっても 7 割（駐車場種類、日額駐車料金）を占めている。 
＜鉄道・バス＞ 

・ 都心地域以外では、鉄道・バスの利用が非常に少ない。 
・ 自動車から鉄道・バスへの乗り継ぎは少なく、都心地域へは半数以上が自動車で流入している。

・ 琴電瓦町駅・JR 高松駅利用者の多くは、降車後は徒歩で移動しており、目的地の多くは都心地域

の番町・瓦町等である。 

 
 

（２）自動車から自転車や鉄道・バスへの転換について 
 
・ 自動車から自転車への転換の可能性があるのは、自動車利用者の 3 割である。 
・ 自転車への転換の条件としては、自転車の走行空間整備が最も多い。 
・ 自動車から鉄道・バスへの転換の可能性があるのは、自動車利用者の約 1／4 である。 
・ 自動車から鉄道・バスに転換することにより所要時間が大きく増加すると認識されている。 
・ 転換の条件としては「運行頻度の増加」が最も多く、次いで「鉄道やバスの乗り継ぎ環境改善」「駅・

バス停の駐車場・駐輪場整備」「利用料金減少」が多い。 

 
 

（３）まとめ（考察） 
 
・ 高松市においては、移動の手段として自動車に大きく依存している傾向がみられる。 
・ 平成 11 年新都市 OD 調査と比較すると、10 年間で自動車に依存する傾向は強くなっており、短

距離の移動でも自動車が多く利用されるなど、下駄履き感覚で自動車を利用している傾向がみら

れる。これは、無料の駐車場が多く、自動車を利用しやすい環境にあることが要因であると考え

られる。 
・ 自動車から自転車や鉄道・バスへの転換に対しては、3 割程度が可能性を示すにとどまっている。

 

 

まとめ １１ 
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－ 参考資料 － 
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以下の各設問について、当てはまる数字に○、下線部に具体的な内容をご記入下さい。 
 
あなたの平日（月曜日～金曜日）の主な移動についておうかがいいたします。 

問１ あなたは平日に主にどういった目的で、ご自宅から外出しますか（○は１つ）。 

１．通勤 ２．通学 ３．家事・買い物 ４．通院 

５．送迎 ６．その他（               ） 

７．外出しない（職場とご自宅が同じ場所にある場合を含む） 

  ７ に○をつけた方は問 16 へお進み下さい  

問２ 問１でご回答いただいた目的で、１週間の平日のうち何日間、外出しますか（○は１つ）。 

１．１日間  ２．２日間  ３．３日間  ４．４日間  ３．５日間（平日は毎日） 

問３ あなたのご自宅の住所を町名でご記入下さい。 

住 所：高松市        町      

      

問４ 問１でご回答いただいた目的で外出する場合の、主な目的地の住所をご記入下さい。 

目的地の住所がわからない場合は、建物名、施設名をご記入下さい。 

住 所：高松市        町       

     高松市以外        市・町              

問５ ご自宅から目的地までの交通手段と駅・バス停名を【記入例】にならって、ご記入下さい。 

４種類以上の交通手段を利用する場合は、４番目の交通手段までをご記入下さい。 

 

徒
歩 

自
転
車 

二
輪
車
・
原
付 

自
動
車 

バ
ス 

鉄
道 

そ
の
他 

乗り継ぎ時の駅・バス停名 

（名称不明の場合は 

施設名・地名） 

１番目の交通手段 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
 

２番目の交通手段 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
 

３番目の交通手段 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
 

４番目の交通手段 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

 

自宅 →  →        →            →         →         →目的地 

                  香川支所バス停      仏生山駅    高松築港駅  

   

 

徒
歩 

自
転
車 

二
輪
車
・
原
付 

自
動
車 

バ
ス 

鉄
道 

そ
の
他 

乗り継ぎ時の駅・バス停名 

（名称不明の場合は 

施設名・地名） 

１番目の交通手段 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
香川支所バス停 

２番目の交通手段 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
仏生山駅 

３番目の交通手段 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
高松築港駅 

４番目の交通手段 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

【記入例】 高松市  番    町 １丁目 

          上福岡  町     

 牟礼  町 牟礼   

自宅 

自宅 

バス 鉄道 徒歩 徒歩 
の場合 

アンケート調査票 

【
記
入
例
】

→ 建物・施設名        
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問６ ご自宅から目的地まで、何分ぐらいかかりますか。わかる範囲でご記入下さい。 

 約     分 

問７ 問５でお答えいただいた交通手段を利用している理由をお答え下さい（○は２つまで）。 

１．早く移動できるから   ２．時間通りに移動できるから 

３．交通費が安いから    ４．自宅・目的地から交通手段までの移動距離が短いから 

５．楽に移動できるから   ６．他に利用できる交通手段がないから 

７．その他（具体的に                             ） 

 

問５で「自動車」を利用すると回答した方→問 ８へお進みください   

問５で「自動車」と回答しなかった方   →問 16 へお進みください  

 

問８ 自動車を利用されている方にお伺いします。目的地での主な駐車場所はどこですか（○は１つ）。 

また、あなたは駐車料金をどの程度負担していますか。右の枠内に具体的にご記入下さい。 

１．目的地の敷地内にある駐車場   

２．時間貸・月極駐車場    

３．道路上（パーキングメーター）   

４．その他（具体的に          ） 

５．自動車を利用するが駐車はしない（家族による送迎などの場合） 
 

自動車利用の方に、公共交通や自転車を利用して頂きたいのですが、その条件についてお伺いします。 

問９ 現在利用している自動車のかわりに、自転車に変更することはできますか（○は１つ）。 

１．変更できる →  問 10 へお進み下さい  

２．今よりも便利になれば変更できる        →  問 10 へお進み下さい  

３．変更できない（その理由は          ）→  問 11 へお進み下さい  

問 10 自動車のかわりに自転車を利用するための条件はどのようなものですか。 

以下のＡ～Ｅの中から、あなたが特に重視する項目を２つまで選んで、「重視する項目」の欄に○をご記入下

さい。次に、重視するに○をつけた項目について、詳細な条件をお答え下さい。 

利用する条件 
重視する 

項目  
詳細な条件 

Ａ．最寄りの駅・

バス停の駐

輪場の充実 

 最寄り駅・バス停付近の駐輪場について、どのような条件が整えば、

利用しますか（○は１つ） 

１．最寄の駅・バス停の駐輪場の整備  

２．降車駅・バス停または目的地の駐輪場の整備 

 ３．その他（具体的に                  ） 

Ｂ . 自 転 車 の 

走行空間整備 

 走行空間にどのような条件が整えば、利用しますか（○は１つ） 

 １．歩道内での歩行者と自転車の分離（柵や路面表示で分離） 

 ２．車道における自転車走行帯の確保 

 ３．路面の段差の解消 

 ４．その他（具体的に                  ） 

Ｃ．鉄道・バスと

自転車の連携 

 鉄道・バスを降りた後の自転車利用について、どのような条件が整え

ば、利用しますか（○は１つ） 

 １．サイクルトレイン（自転車を電車・バスに乗せて移動）の導入

 ２．レンタサイクル（自転車の貸出）の増設 

 ３．その他（具体的に                  ） 

Ｄ．自転車手当の

支援 

 自転車利用の場合の通勤手当の支給がいくらであれば、利用しますか

（ご記入下さい）  １カ月あたり      円程度の支給 

Ｅ．その他  具体的にご記入下さい                     

駐車料金のご負担額 

     円／日 

     円／月 

２つまでに○
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問 11 現在利用している自動車のかわりに、鉄道・バスに変更することはできますか（○は１つ）。 

１．変更できる →  問 12 へお進み下さい  

２．今よりも便利になれば変更できる        →  問 12 へお進み下さい  

３．変更できない（その理由は          ）→  問 16 へお進み下さい  

問 12 鉄道・バスを利用する際に、利用しようと思う駅名・バス停を、わかる範囲でご記入下さい。 

                 駅・バス停 

問 13 鉄道・バスを利用する場合、ご自宅から目的地まで何分ぐらい、料金がいくらぐらいかかると思いますか。

あなたが思っている時間と金額をご記入下さい。 

  約      分    約      円    

問 14 自動車のかわりに鉄道・バスを利用するために必要な条件はどのようなものですか。 

以下のＡ～Ｊの中から、あなたが特に重視する項目を３つまで選んで、「重視する項目」の欄に○をご記入下

さい。次に、重視するに○をつけた項目について、詳細な条件をお答え下さい。 

利用する条件 
重視する 

項目 
詳細な条件 

Ａ．駅・バス停の

駐車場 

駐輪場整備 

 駅やバス停に、どのような条件が整えば、利用できますか（○は１つ）

 １．駐車場の整備・規模拡大・料金低下（パークアンドライド） 

 ２．駐輪場の整備・規模拡大・料金低下（サイクルアンドライド）

 ３．その他（具体的に                 ） 

Ｂ．鉄道やバス 

の乗り継ぎ

環境改善 

 乗り継ぎ時にどのような条件が整えば、利用しますか（○は２つまで）

 １．乗り継ぎ時の移動距離・移動時間の短縮 

 ２．乗り継ぎの待ち時間の短縮 

 ３．乗り継ぎ時の料金割引 

 ４．ＩｒｕＣａカードの利用範囲拡大(ＪＲ・ことでんの共通化など)

 ５．その他（具体的に                 ） 

Ｃ．所要時間短縮 
 ご自宅から目的地までの所用時間が何分になれば、利用しますか 

（ご記入下さい）         約       分 

Ｄ．自宅～駅・バ

ス停間の所

要時間短縮 

 ご自宅から駅・バス停までの所要時間が何分であれば、利用しますか

（ご記入下さい）  徒歩の場合、 約    分 

          自転車の場合、約    分 

Ｅ．到着時刻の 

遅れの改善 

 到着時間の遅れが何分ぐらいになれば、利用しますか（○は１つ） 

 １．３分 ２．５分 ３．10 分 ４．遅れなし 

Ｆ．運行頻度の 

増加 

 運行頻度がどの程度になれば、利用しますか（○は１つ） 

 １．60 分に１本 ２．30 分に１本 ３．15 分に１本 

 ４．10 分に１本 ５．５分に１本  ６．それ以上の頻度 

Ｇ．利用料金減少 

 片道の乗車料金が一回いくらまでであれば、利用しますか（○は１つ）

 １．50 円  ２.100 円  ３.200 円  ４．300 円  ５．400 円 

 ６．500 円   ７．600 円  ８．700 円  ９．その他（      円）

Ｈ．終電・終バス

の時間延長 

 最終運行時刻が何時になれば、利用しますか（ご記入下さい） 

      時頃まで延長 

Ｉ．情報提供の 

場所、手段 

 どういう手段で情報が提供されれば、利用しますか（○は２つまで）

 １．携帯電話（現在のきよるんナビの配信情報の充実など） 

 ２．バス停・駅での情報提供 

 ３．情報センター（高松駅内など） 

 ４．その他（具体的に                 ） 

Ｊ．その他  具体的にご記入下さい                     

３つまでに○
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問 15  今後、皆様のご理解を得ながら、中心市街地への車乗り入れが禁止された場合、あなたはどのように移

動すると思いますか（○は１つ）。 

１．車には乗らず、自転車で目的地までいく 

２．車には乗らず、公共交通で目的地までいく 

３．車で乗り入れ禁止区域手前までいき、そこから目的地まで自転車でいく 

４．車で乗り入れ禁止区域手前までいき、そこから目的地まで公共交通でいく 

５．目的地にいかない 

６．その他（具体的に                        ） 

 
 
 

あなたご自身についておうかがいします。 

問 16 あなたの年齢をお答え下さい。 

１．10 歳代 ２．20 歳代 ３．30 歳代 ４．40 歳代 

５．50 歳代 ６．60 歳代 ７．70 歳代 ８．80 歳代以上 

問 17 あなたの性別をお答え下さい。 

１．男性 ２．女性 

問 18 自動車を持っていますか（○は１つ）。 

１．自分専用の自動車を持っている 

２．家族と共用の自動車を持っている 

３．持っていない 

問 19 ご自宅の最寄りの鉄道の駅、またはバス停をお答え下さい。 

また、ご自宅から最寄りの駅・バス停までの距離と所要時間を、わかる範囲でお答え下さい。 

 
            駅・バス停    距離：約   ｍ、所要時間：約   分 

 
現在、高松市では、過度に自動車に依存しない交通体系の検討や高齢者を始めとする交通弱者の利用

を容易にし、地球環境の負荷の軽減や中心市街地の活性化の効果が期待できる、新交通システム（次世

代型路面電車など）の導入の可能性について検討を進めています。 

 新交通システムは、環境にやさしいだけでなく、バスに比べ時刻通りに運行でき、数多くの人を運ぶこと

ができます。また、鉄道に比べ、建設費が安くつくことも特徴です。 

一方、新たな投資に見合う需要が見込めるか。また、中心部への自動車の乗り入れの抑制、既存の交

通体系との連携など課題もあります。 

問 20 新交通システムの導入について、ご意見がございましたらご記入ください。 
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高松市の公共交通のあり方についておうかがいします。 

問 21 高松市の公共交通のあり方についてご意見がございましたら、ご自由にご記入下さい。 

                                           

                                           

                                           

                                           

 
 

本市では、地球温暖化対策の観点から、鉄道・バス・自転車などの二酸化炭素排出量の少ない交通機関

の利用を進めていきたいと考えています。その一環といたしまして、引き続き、今後、鉄道やバスを利用し

やすい地域の皆様を中心に、公共交通の利用方法に関する情報提供やアンケートを行うことを予定してい

ます。 

問 22 今後も公共交通の利用方法に関する情報提供やアンケートにご協力いただけますか（○は１つ）。 

「１．協力できる」に回答いただいた方には、今年度から来年度にかけて、２～３回程度、資料やアンケートなどをお

送りする場合があります。 

１．協力できる ２．協力できない 

 

差し支えなければ、お名前とご住所をご記入下さい。 

お名前：               

ご住所：〒                                      

                                           

 

 

これで質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。 

返信用封筒に入れ、１０月２４日（金）までにご投函下さい（切手は不要です）。 
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